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む
、
此
北
秋
の
中
、
最
宅
早
く
勢
力
を
振
ヘ
る
は
印
奴
に
河
の
水
に
馬
を
洗
び
、
叉
北
一
方
に
は
中
央
躍
細
麗
よ
p
り

し
て
、
彼
の
有
名
な
る
前
向
型
の
長
城
を
築
を
し
若
葉
質
此
イ
シ
ド
ス
、
エ
ウ
ブ
ラ
ト
河
畔
を
阪
地
ム
ツ
、
黒
海
の
北
停
に

瀞
族
の
入
定
を
防
?
が
潟
め
な
λ
ツ
と
稀
せ
ら
る
、
其
他
文
入
L
ツ
て
露
関
の
一
部
を
掠
め
、
更
に
其
子
孫
を
し
て
欽
察

那
北
部
に
操
t
り
し
古
民
放
に
し
て
淡
史
仁
散
見
す
る
宅
の
汗
閥
、
伊
見
汗
閥
、
察
令
合
汗
関
等
を
創
建
せ
し
め
、
蛍

仁
は
ヅ
ン
グ
I
ス
積
に
東
胡
、
烏
丸
、
鮮
鼻
、
托
減
、
幕
、
時
の
所
鵡
世
界
的
大
図
家
を
な

3
し
め
北
よ
リ
。
而
し
て
此

峨
々
、
契
丹
、
袋
、
室
泳
、
粛
慌
、
勿
官
、
椋
綿
、
幼
海
蒙
古
人
の
宏
業
偉
践
を
俸
ヘ
大
る
唱
の
に
し
て
今
日
感
者

女
英
、
満
洲
ゐ
F

り
、
土
耳
古
穏
に
潟
、
丁
令
、
高
車
、
堅
の
最
電
極
擦
と
す
る
替
の
を
ド
l
y
y
男
の
蒙
古
史
と
な

昆
、
給
要
期
、
突
版
、
銀
納
、
同
総
等
あ
よ
り
、
然
か
宅
蒙
す
ー
。

古
燥
の
如
く
偉
名
を
史
上
に
留
め
し
唱
の
は
あ
ら
ヂ
、
之
男
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
な
よ
ツ
、
而
し
て
外
交
官
と
し
て
巴

れ
貨
に
プ
ル

l
メ
ン
バ

y
A
を
し
て
世
界
の
人
類
を
区
別
虫
、
ハ

i
グ
~
伯
林
に
駐
在
せ
し
、
ど
以
て
白
か
ら
史
料
の

す
る
際
、
特
に
此
民
族
の
名
稀
を
選
ぴ
、
以
て
黄
色
人
種
て
務
地
に
俣
を
得
、
加
ふ
る
に
土
耳
古
語
、
強
刺
比
部
一
語
、

の
総
稀
と
な
せ
し
所
以
に
あ
ら
な
る
か
。
一
波
揃
語
、
ア
ル
メ
一
一
ア
一
請
の
索
義
深
や
り
し
斜
め
、
波
期

此
偉
大
な
る
民
族
の
名
櫛
が
隠
史
上
に
見
え
北
る
は
邸
純
一
の
有
名
な
る
史
家
ラ

y
セ
吋
ノ
ト
、
エ
ヅ
デ
シ
の
若
宮
は

書
の
蒙
充
、
及
蒙
冗
を
始
め
と
な
す
、
而
し
て
蛍
時
彼
等
…

b
u旬
、
亜
刺
比
亜
夫
、
波
惜
別
・
夫
、
土
耳
古
究
等
の
史
籍
ニ

-

F

Y

H

Y

A

h

 

の
遊
牧
地
以
綴
洞
古
氾
河
E
C
興
安
哉
の
間
に
あ
る
原
野
則
…
十
有
種
を
参
照
せ
t
り
、
而
し
て
本
舎
は
第
一
一
冊
に
於
て
成

も
今
日
の
ρ

イ
ラ
ル
附
近
な
ム
ツ
し
が
、
十
一
一
一
世
利
の
頃
に
一
吉
忠
行
の
事
蹟
ぞ
叙
し
、
第
二
冊
に
て
元
来
蒙
古
の
感
表

は
腕
に
商
議
し
て
、
ジ
ル
カ
河
の
上
流
、
北
る
斡
難
河
の
流
〕
・
を
設
を
、
第
一
ニ
第
四
に
於
て
伊
白
川
汗
闘
の
治
草
を
叙
せ

-b

域
に
屯
し
、
部
長
鍛
木
英
は
白
か
ら
蒙
古
諸
部
を
征
服
し
今
岡
田
中
数
授
に
よ
1
9
て
諜
出
せ
ら
れ
し
て
は
其
第
一
冊

て
成
吉
思
汗
E
稀
し
、
進
ん
で
支
那
帝
図
じ
侵
入
し
て
貨
に
し
て
古
英
雄
の
回
影

3
な
が
ら
絞
上
仁
惚
'
如
、
R
b
i
加

議
選
議

i
1
1
1
3
3間
関
割
問
自
週
間
割
弱
鶴
趨
勢
調
騎
劉
調
関
問
自
鶴
鑓
繭
議
題
襲
撃

3

の
頗
る
多
〈
符
牛
岩
山
崎
楓
球
、
脅
な
ち
ぎ
る
お
・
・
の
戚
あ
る
唱
采

統
あ
る
持
鴻
ー
に
し
て
詩
人
の
推
賞
す
る
に
足
る
の
舎
の
努

々
.
北
る
は
間
併
に
我
が
感
界
の
然
め
に
悲
し
り
所
な
り
。

木
武
聞
は
害
者
が
早
稲
田
大
路
商
業
献
議
録
中
に
併
税
滞
載

せ
し
唱
の
を
、
百
品
に
訂
思
増
補
し
て
開
単
行
本
と
し
て
、
刊

行
せ
る
も
の
な
t
り、

倉
庫
に
関
し
て
は
先
舎
に
内
泊
康
士
口
氏
の
合
庫
終
斡
論

あ
y
り
、
他
に
二
一
一
一
氏
の
著
書
な
き
に
非
合
」
る
号
、
余
庫
業
の

稜
篤
来
だ
幼
稚
な
る
我
悶
に
於
て
、
一
燃
に
角
乙
の
積
の
著

作
絶
無
と
川
市
云
ふ
べ
き
際
、
八
百
頁
に
読
ん

2
ず
る
大
加

を
編
纂
し
柁
る
、
著
者
の
併
は
同
県
に
多
と
す
る
に
足
る
、

序
究
中
仁
臼
〈
(
前
略
)
税
関
に
去
っ
て
は
み
…
く
系
統
あ

る
商
業
感
的
誘
鴻
と
れ
な
き
が
如
し
、
と
れ
惚
有
点
仰
が
銀
問

自
ら
掠
ち
歩
敢
て
亡
の
新
感
科
を
捉
〈
て
大
方
椅
皐
の
斧

正
を
乞
は
ん
I
ζ

ず
る
所
以
な
ん
と
、
以
て
著
者
の
意
の
あ

る
所
を
知
る
に
足
る
ぺ
し
。

書
中
一
侃
を
ニ
に
分
寸
り
先
づ
倉
庫
を
説
を
て
、
然
る
後
枕

閥
仁
及
ん
か
、

論
hdy
る
所
組
め
て
卒
易
且
つ
安
際
的
に
し
て
、
微
細
の

f" 

雑

主主

104 

ふ
る
に
謀
本
仁
て
は
間
有
名
詞
は
努
め
て
倣
究
の
原
諸
を

期
ゐ
、
之
れ
が
漢
字
は
洪
鈎
の
鐸
舎
を
参
照
し
て
綿
入
し

脚
誌
は
本
女
の
中
仁
牧
め
、
容
米
の
討
が
も
亦
削
除
す
る
乙

と
な
く
、
且
つ
穂
波
の
使
&
闘
る
矯
め
原
書
第
四
冊
に
添

附
し
忙
る
地
図
去
木
容
に
掃
入
せ
ち
れ
北
る
等
用
意
周
到

厚
く
教
慢
の
勢
を
謝
せ
合
る
を
得
歩
。
想
ふ
仁
我
悶
民
吃

し
て
備
時
終
M

留
を
口
に
す
る
唱
の
多
し
o

論
稗
総
経
営
論

・
下
一
る
も
の
は
更
に
准
ん
で
繋
古
を
知
広
ノ
会
合
る
可
か
ち
歩
、

環
古
の
河
鉄
仁
通
常
ん
I
ζ

欲
せ
ば
、
湖
て
品
川
民
族
の
過
会

仁
一
於
け
る
偉
大
な
る
梅
田
向
&
理
合
せ
合
る
可
わ
ら
守
此
装

は
濁
F

り
感
界
の
珍
党
る
の
み
な
ら
や
/
、
東
北
府
民
に
費
世
間

に
向
て
讃
ま
る
可
品
己
最
分
別
有
用
の
書
な
t
り
E
ず
、
五
目
人
は

教
授
が
一
日
も
早
く
完
成
せ
ち
れ
ん
と
と
を

mwに
希
ふ
安

許
多
罪
(
阿
部
秀
助
)

V
T
W申
土

za品
A

品
目
1
0士
附
子
市

ー

λ
~
h
n
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商
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小
林
行
日
日
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6

鮪
と
縦
刀
、
、
遺
漏
な
く
論
議
せ
ん
乙
と
を
期
す
る
告
の
k
B

兎
に
角
一
前
者
は
本
書
生
以
て
、
期
感
仁
闘
す
る
近
・
米
の

uu

如
し
、
殊
仁
著
者
は
第
…
編
中
に
於
て
、
倉
庫
業
の
資
際
好
著
・
と
し
、
祉
の
所
稲
川
賞
際
家
の
…
誠
心
ι
腐
り

H

ん
い
ド
隙
隙

的
方
面
印
も
減
ら
溢
務
質
入
鐙
然
一
等
そ
の
他
に
つ
を
、
山
川
~
せ
か
」
る
も
の
な
1
9
、
(
侃
引
な
・
一
や
益
郎
)

す

る

説

明

を

怠

ら

な

る

と

同

皆

様

々

倉

庫

室

仁

三

|
i
j申

1
1
1
1
!
?
1
1

5律
的
説
明
を
な
し
第
二
編
中
仁
於
て
も
積
々
の
税
関
一
泊
刊
誌
郎
氏
論
官
就
て
の
正
誤

手
続
輪
出
入
細
則
等
に
つ
を
賀
際
的
相
官
織
を
挑
供
し
大
る
一
』
f
I
M

等
誕
の
議
録
・
と
粉
、
ま
ち
て
変
除
家
を
柳
川
批
ず
る
所
少
rh，J
合
一

O
第
二
頁
第
十
一
行

ん
宗
門
仏
一

ο
のぬいけ
μ
一
寸
法

る

ぞ

信

歩

。

…

凡
そ
商
楽
態
の
一
科
に
つ
を
詳
細
な
る
説
明
を
な
コ
ん
一
{
口
二
一
二
一
ゅ
の
ωω
け
科
目
け
の
誤

と
せ
ば
必
ず
や
そ
の
基
礎
は
之
を
賀
務
商
債
管
等
に
か
か
一

O
第
三
百
メ
一
一
一
行
以
下
レ
七
行
設
モ
を
例
'
り

な
る
可
ら
診
る
活
徒
ら
仁
銅
搬
す
る
の
多
J
P一
を
欲
し
て
ェ
一
左
の
数
行
を
以
て
之
に
代
ふ

ン
サ
イ
グ
ロ
ペ
チ
ヤ
的
の
著
誠
仁
路
ゐ
は
決
し
て
舎
の
完
一
「
資
本
の
貴
際
上
に
於
け
る
作
用
よ
1
0
〆
見
れ
ば
J
(

予
が

墜
を
川
怒
り
所
以
の
滋
な
ら
?
と
伝
安
本
警
は
か
く
の
如
き
一
前
二
容
仁
設
を
、
文
る
)
庇
技
生
産
総
滋
仁
於
け
る
誕
形

傾
向
あ
ら
合
る
な
を
か
、
評
者
は
そ
の
説
繊
の
高
屋
的
な
一
路
、
忍
協
議
経
過
に
於
け
る
英
形
践
は
、
特
殊
(
部
分
)

る
乙
と
よ

b
本
書
の
倉
庫
諭
中
仁
於
け
る
地
位
を
財
政
一
律
、
…
的
要
因
大
る
仁
泌
ぎ
か
~
る
も
の
仁
し
て
、
(
賀
際
仁
於
て

上
に
於
け
ゐ
旧
民
博
士
の
財
政
と
金
融
に
北
せ
ん

ιナ
。
…
は
)
各
一
穫
の
資
本
は
(
此
等
袈
凶
を
一
括
し
大
る
)
綿
々

書
中
各
牢
毎
仁
挿
入
せ
る
も
の
及
ぴ
容
来
仁
附
せ
る
積
~
の
具
象
的
形
総
に
於
て
利
樹
ム
比
す
る
も
の
な

b
o
予
が

々
の
書
式
u
A
ぴ
、
表
以
亦
記
者
仁
多
大
の
係
官
、
宮
山
県
ふ
る
ん
プ
此
第
一
一
一
審
仁
於
て
論
ゃ
ん

E

と
す
る
所
以
、
恥
合
の
一
昨
択

が

も

の

と

信

ヂ

。

樹

仁

於

て

、

各

秘

資

本

の

相

立

の

働

作

ャ

ト

於

て

}

競

争

ゾ

fd13sa笥
1
1
1
2
3す
1
1
3目
i
j
j割
3
1
1
1
j

一一ι
f
z
i
-
-
1
:
!

二
於
て
、
並
仁
-
生
滋
働
問
(
生
産
者
)
の
此
H
逝
意
義
に
於
る
刃
も
の
な
れ
ば
な
よ
り
h

〈

j
ら
起

i
来
る
(
資
際
の
)
形
態
仁
一
漸
次
ド
ヒ
泣
き
来
る

O
第

十

二

頁

五

行

資
本
形
成
の
方
式
是
れ
な
I

り

己

一

d
3
5
8ロ
は

一

回

5
8
8ロ
の
談

。

第

五

頁

八

行

ー

一

…O
第

十

三

頁

末

行

目
、
門
出
と
あ
る
は

H
H
C・m-
ロ

・

の

桜

一

O
同
頁
九
行
以
下
十
則
行
ま
で
を
制
・
0

一

左

の

敏

行

を

以

て

之

仁

代

ふ

一

円
今
斯
〈
生
b
来
る
利
仰
は
係
剰
償
依
と
同
一
物
食
t
h
J

一

昨
市
兵
形
態
の
紳
秘
的
な
る
(
矯
め
之
を
看
破
す
る
離
を
)
一

の
み
。
然
れ
ど
が
も
其
は
資
本
中
必
生
産
組
織
の
料
質
上

苑
る
可
か
ら
公
る
所
な

b
。
悲
し
費
用
償
絡
の
形
成
の

i

'

L

V

巴

外
税
上
不
縫
資
本
F
C
可
礎
資
本
と
を
民
別
ず
る
乙
と
制
知

念
、
が
錦
、
生
産
絞
泊
中
仁
起
る
僚
組
騒
動
の
淵
源
は
、

可
縫
資
本
の
み
に
」
成
て
求
ひ
ふ
乙
E

乙
能
は
・
ず
し
て
、
ふ
一

資
本
紙
(
可
灘
、
ザ
小
銭
の
合
計
)
仁
就
て
の
み
求
め
得
可

く
、
而
し
て
叉
一
方
仁
於
〈
は
、
持
動
力
の
債
格
が
持

銀
な
る
態
に
縫
F

り
て
願
は
れ
来
る
如
く
、
他
の
一
方
に

於
て
も
、
鈴
剰
償
俄
は
利
潤
な
る
態
ド
鎚
b
て
願
は
る

-雑

総

. 
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